
読
書
案
内

企
画
と
調
整

　
府
県
や
市
町
村
の
地
方
自
治
体
に
、
企
画
部

や
企
画
調
整
課
の
機
構
が
生
ま
れ
た
の
は
、
戦

後
、
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
以
後
の
こ
と
で
、

比
較
的
新
し
い
組
織
に
属
す
る
。
そ
し
て
高
度

経
済
成
長
の
み
ち
を
歩
み
出
し
だ
三
十
年
代
に

は
、
地
域
の
経
済
・
社
会
活
動
が
複
雑
化
し
、

行
政
組
織
の
な
か
で
も
、
総
合
的
な
企
画
と
調

整
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
一
方
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
は
長
期
、
短
期
す
べ
て
に
わ
た

り
、
調
整
を
必
要
と
す
る
問
題
が
数
多
く
企
画

部
門
に
流
れ
こ
ん
で
き
た
た
め
、
企
画
部
は
産

婆
的
な
立
場
で
、
各
部
局
間
の
調
整
に
当
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
故
、
企
画
と
調
整
に
関
す
る
文
献
紹
介

と
い
っ
て
も
、
範
囲
を
ひ
ろ
げ
れ
ば
、
都
市
問

題
そ
の
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
こ
こ
で

は
出
来
る
か
ぎ
り
し
ぼ
る
こ
と
に
し
た
い
。
都

市
計
画
や
開
発
問
題
も
企
画
の
仕
事
に
は
ち
が

い
な
い
が
、
今
回
は
こ
れ
も
省
略
す
る
。

行
政
管
理

青
木
虹
二

　
ま
ず
企
画
調
整
の
組
織
に
関
す
る
文
献
か
ら

は
じ
め
る
が
、
こ
れ
は
行
政
管
理
の
問
題
な
の

で
、
総
論
的
な
著
書
も
含
め
れ
ば
次
の
通
り
。

　
足
立
忠
夫
「
行
政
管
理
論
」
　
（
玄
文
社
、
一

　
九
六
〇
）

　
行
政
管
理
研
究
会
編
「
行
政
管
理
と
経
営
管

　
理
」
　
（
有
信
堂
、
一
九
六
一
）

　
中
塩
達
也
「
行
政
の
近
代
的
管
理
」
　
（
官
庁

　
通
信
社
、
一
九
六
二
）

　
　
第
五
章
は
企
画
お
よ
び
調
整

　
河
中
二
講
「
行
政
管
理
概
論
」
（
未
来
社
、

　
一
九
六
七
）

　
池
野
武
「
行
政
管
理
入
門
」
（
都
政
人
協
会

　
　
一
九
六
〇
）

　
岡
部
史
郎
「
行
政
管
理
」
（
有
斐
閣
、
一
九

　
六
七
）

　
田
中
守
「
地
方
行
政
の
管
理
と
改
革
」
　
（
時

　
事
通
信
社
、
一
九
六
八
）

鷹
野
啓
次
郎
「
地
方
行
政
の
未
来
の
た
め

に
」
　
（
時
事
通
信
社
、
一
九
六
八
）

日
本
行
政
学
会
編
「
行
政
管
理
の
動
向
」
（
勁

草
書
房
、
一
九
五
七
）

田
中
守
・
加
藤
富
子
編
「
地
方
行
政
管
理
の

新
動
向
」
　
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
〇
）

　
第
七
章
は
企
画
調
整
組
織
の
あ
り
方
（
遠

　
藤
文
夫
）

雑
誌
お
よ
び
講
座
も
の
の
論
文
で
は
、

黒
沼
稔
「
自
治
体
に
お
け
る
管
理
体
制
の
近

代
化
」
　
（
都
市
問
題
一
九
六
一
・
二
）

黒
沼
稔
「
行
政
需
要
の
変
動
と
新
し
い
都
市

行
政
」
　
（
市
政
資
料
一
三
集
、
一
九
六
四
）

小
島
昭
「
都
市
に
お
け
る
行
政
管
理
の
方

向
」
　
（
都
市
問
題
一
九
六
八
・
三
）

西
尾
勝
「
都
市
計
画
の
行
政
制
度
」
（
有
斐

閣
都
市
問
題
講
座
七
巻
）

河
中
二
講
「
行
政
計
画
に
お
け
る
意
思
決

定
」
　
（
年
報
行
政
研
究
三
、
一
九
六
四
）

河
中
二
講
「
行
政
に
お
け
る
意
志
決
定
」
（
同

七
、
一
九
六
九
）

河
中
二
講
「
環
境
計
画
と
行
政
過
程
」
　
（
法

経
研
究
、
一
九
七
〇
）

企
画
調
整

　
つ
ぎ
に
企
画
お
よ
び
調
整
に
関
す
る
文
献
だ

が
、
ま
ず
磯
村
英
一
編
「
改
訂
増
補
都
市
問
題

事
典
」
　
二
九
七
二
）
の
な
か
に
、
貫
洞
哲
夫

・
磯
村
光
男
の
執
筆
し
た
「
都
市
の
総
合
企

画
」
が
あ
る
。
七
頁
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
最
初
に
読
ん
で
お
く
べ
き
文
献

で
あ
ろ
う
。
柴
田
啓
次
編
「
地
方
自
治
診
断
事

典
」
　
（
一
九
七
四
）
に
も
、
計
画
行
政
の
項
目

が
あ
る
。
単
行
本
で
は
、
吉
住
俊
彦
「
企
画
室

入
門
」
　
（
良
書
普
及
会
、
一
九
六
九
）
が
あ

る
。
今
で
は
い
さ
さ
か
古
く
な
っ
た
感
が
あ
る

が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
手
引
書
）
と
し
て
利
用
で

き
る
。
論
文
で
は
、
『
都
市
問
題
研
究
』
が
一

九
六
二
年
六
月
号
で
「
調
整
の
機
能
と
組
織
」

と
い
う
特
集
を
行
な
い
、

　
　
国
井
成
一
「
行
政
に
お
け
る
調
整
の
機
能
と

　
　
組
織
」

　
　
三
宅
太
郎
「
行
政
に
お
け
る
調
整
の
機
能
と

　
　
組
織
」

　
　
加
藤
芳
太
郎
「
調
整
に
お
け
る
財
政
政
策
の

　
　
役
割
」

　
　
高
木
鉦
作
「
大
都
市
行
政
の
一
体
性
と
区

　
　
政
」

　
『
都
市
問
題
』
が
一
九
六
四
年
一
一
月
号
で

　
「
都
市
の
総
合
企
画
」
と
い
う
特
集
を
し
て
い

　
る
。

　
　
吉
富
重
夫
「
都
市
政
策
と
総
合
企
画
」

　
　
栗
原
勝
「
都
市
に
お
け
る
総
合
企
画
の
動
向

　
　
と
問
題
点
」

　
　
黒
沼
稔
「
都
市
に
お
け
る
総
合
企
画
体
制
」

　
　
鈴
木
淳
弥
「
都
市
に
お
け
る
総
合
企
画
の
た

　
　
め
の
調
査
」

　
　
そ
の
他
の
論
文
で
は
、

　
　
小
林
与
三
次
「
企
画
課
長
に
与
え
る
書
」
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（
自
治
研
究
一
九
六
一
・
一
〇
）

長
谷
川
誠
一
「
行
政
需
要
の
変
動
と
都
市
の

機
構
」
（
市
政
資
料
一
三
、
一
九
六
四
）

　
こ
の
論
文
に
よ
る
一
九
六
一
、
六
三
年
の

　
都
市
の
企
画
部
門
設
置
状
況

　
　
人
口
別
　
　
市
数
　
一
九
六
一
　
一
九
六
三

　
二
〇
万
以
上
　
　
三
五
　
　
二
六
　
　
二
八

　
一
〇
万
以
上
　
　
五
九
　
　
三
五
　
　
四
三

　
　
五
万
以
上
　
一
四
〇
　
　
五
六
　
一
〇
六

　
　
五
万
以
下
　
二
一
六
　
　
七
六
　
一
三
九

　
　
　
計
　
　
　
四
五
〇
　
一
九
三
　
　
三
一
六

　
企
画
部
門
を
持
つ
都
市
が
、
一
九
六
一
年

　
に
は
半
分
以
下
の
一
九
三
だ
っ
た
の
が
、

　
二
年
後
に
は
七
割
の
三
一
六
へ
と
急
激
に

　
拡
大
し
て
い
る
。

田
村
浩
一
「
総
合
計
画
に
お
け
る
行
政
計
画

の
研
究
序
説
」
　
（
都
市
問
題
研
究
一
九
六
九

・
二
）

一
瀬
智
司
「
卜
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

の
変
革
」
　
（
同
一
九
六
九
・
四
）

蓮
池
穣
「
行
政
組
織
と
調
幣
機
能
」
　
（
都
市

問
題
一
九
七
五
・
一
一
）

小
島
昭
「
財
政
危
機
下
の
『
企
画
』
と
『
財

政
』
」
　
（
同
右
）

住
田
昌
二
「
自
治
体
の
都
市
計
画
財
政
」

（
同
、
一
九
七
六
・
一
）

誤
訳
書
で
は
、

Ｐ
・
Ｃ
・
ウ
ッ
ド
「
大
都
市
の
行
政
」
（
東

大
出
版
会
、
一
九
六
八
）

　
第
三
章
調
整
の
戦
略

Ｍ
・
Ｅ
デ
イ
モ
ッ
ク
「
行
政
・
経
営
の
哲

学
」
　
（
勁
草
書
房
、
一
九
六
六
）

　
第
一
四
章
計
画
、
第
一
五
章
意
思
決
定

都
市
経
営

　
都
市
経
営
・
総
合
計
画
関
係
の
文
献
で
は
、

　
磯
村
英
一
、
小
倉
庫
次
編
「
都
市
経
営
」
（
誠

　
信
書
房
、
一
九
五
五
）

　
　
「
都
市
の
経
営
―
制
御
と
誘
導
」
（
岩
波
講

　
座
現
代
都
市
政
策
四
、
一
九
七
三
）

　
柴
田
徳
衛
・
石
原
舜
介
編
「
都
市
の
経
営
」

　
　
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
一
）

　
　
一
瀬
智
司
編
「
都
市
経
営
論
」
　
（
ダ
イ
ヤ
モ

　
　
ン
ド
社
、
一
九
七
五
）

　
　
伊
藤
善
一
「
都
市
化
時
代
の
開
発
政
策
」
（
春

　
　
秋
社
、
一
九
六
九
）

　
　
東
京
都
職
員
研
修
所
「
自
治
体
の
総
合
計

　
　
画
」
　
（
一
九
七
五
）

　
　
「
都
市
経
営
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
　
（
都
市
問

　
題
研
究
特
集
、
一
九
七
五
・
二
）

　
　
小
関
紹
夫
「
都
市
経
営
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
田
中
守
「
都
市
行
政
の
再
検
討
」

　
　
片
桐
達
夫
「
都
市
経
営
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

　
　
宮
崎
辰
雄
「
都
市
経
営
の
理
念
と
実
態
」

　
　
近
見
敏
之
「
地
域
社
会
経
営
と
地
方
自
治

　
　
体
の
役
割
」

　
本
市
の
企
画
調
整
局
長
田
村
明
に
は
、
次
の

論
文
が
あ
る
。

　
　
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
必
要
性
と
そ
の
活
動
」
（
Ｓ

Ｄ
一
九
七
一
・
一
〇
）

　
「
現
代
都
市
と
上
地
問
題
」
　
（
ジ
ュ
リ
ス
ト

増
刊
一
九
七
一
・
四
）

　
「
都
市
装
置
と
市
民
生
活
」
　
（
岩
波
講
座
現

代
都
市
政
策
八
、
一
九
七
三
）

　
「
『
都
市
づ
く
り
』
の
改
革
と
実
践
」
　
（
都

市
自
治
の
構
図
、
一
九
七
四
）

　
「
都
市
行
政
か
ら
都
市
経
営
ヘ
ー
都
市
経

営
論
序
説
」
　
（
世
界
一
九
七
六
・
一
）

横
浜
市
の
調
査
資
料

　
横
浜
市
の
六
大
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全

休
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
『
Ｓ
Ｄ
』
一
九
七

一
年
一
〇
月
号
が
あ
り
、
「
自
治
的
地
域
空
間

の
構
造
化
」
と
題
し
て
特
集
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
他
本
市
関
係
の
調
査
報
告
書
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー
編
「
横
浜
市
将
来
計
画

　
に
関
す
る
基
礎
調
査
報
告
書
」
（
一
九
六
四
）

　
横
浜
市
計
画
局
編
「
桜
木
町
駅
周
辺
基
礎
調

　
査
」
　
（
一
九
六
五
）

　
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー
編
「
横
浜
市
都
心
部
再

　
開
発
基
本
構
想
報
告
書
」
　
（
一
九
六
六
）

　
都
市
計
画
協
会
編
「
再
開
発
基
本
計
画
報
告

　
書
」
　
二
九
六
七
）

　
横
浜
市
都
市
開
発
局
編
「
市
街
地
再
開
発
基

　
本
調
査
Ｕ
Ｒ
」
（
一
九
七
四
）

　
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
、
外
編
「
横
浜
市
風

　
致
地
区
調
査
報
告
書
」
　
（
一
九
六
九
）

　
建
設
技
術
研
究
所
編
「
国
鉄
高
島
駅
・
東
横

　
浜
駅
の
機
能
移
設
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

　
　
（
一
九
七
一
）

　
環
境
開
発
セ
ン
タ
ー
編
「
国
鉄
高
島
駅
・
東

　
横
浜
駅
地
区
お
よ
び
周
辺
地
区
の
開
発
基
本

　
構
想
報
告
書
」
　
（
一
九
七
二
）

　
横
浜
市
経
済
局
編
「
伊
勢
佐
木
町
三
丁
目
周

　
辺
商
店
街
改
造
基
本
計
画
調
査
報
告
書
」

　
　
（
一
九
七
二
）

　
横
浜
市
企
画
調
整
室
編
「
近
郊
整
備
地
帯
に

　
お
け
る
都
市
機
能
集
積
調
査
報
告
書
」
（
一

　
九
七
二
）

　
日
本
都
市
計
画
学
会
、
外
編
「
港
北
ニ
ュ
ー

　
タ
ウ
ン
建
設
総
合
基
本
計
画
案
策
定
報
告

　
書
」
六
冊
（
一
九
六
六
）

　
槇
総
合
計
画
事
務
所
編
「
横
浜
市
海
の
公
園

　
基
本
構
想
」
　
（
一
九
七
〇
）

　
槇
総
合
計
画
事
務
所
編
「
金
沢
地
先
埋
立
地

　
内
住
宅
地
開
発
計
画
基
本
構
想
」
　
（
一
九
七

　
一
）

　
日
本
長
期
信
用
銀
行
業
務
開
発
第
一
部
、
外

　
編
「
金
沢
地
先
埋
立
地
内
住
宅
用
地
の
商
業

　
施
設
計
画
作
成
調
査
報
告
書
」
（
一
九
七
四
）

　
槇
総
合
計
画
事
務
所
編
「
金
沢
埋
立
住
宅
地

　
環
境
デ
ザ
イ
ン
計
画
一
九
七
四
」
　
（
一
九
七

　
五
）<

企
画
調
整
局
都
市
科
学
研
究
室
　
副
主
幹
>
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